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事 業 報 告 書  
（2025 年 4 月 1 日から 2026 年 3 月 31 日まで） 

公益財団法人 NSK メカトロニクス技術高度化財団 

  

2025 年度 第 16 期（2025 年 4 月 1 日から 2026 年 3 月 31 日まで）は、関係各位の

ご指導、ご協力を頂きながら、メカトロニクス技術高度化に関して、研究開発への

助成、高専の教育への助成、講演会・研究会等の開催への助成を実施しました。 

 

1. 公益目的事業の実施状況 

1.1 メカトロニクス技術の高度化に関する研究開発への助成 

(ご参照：P3～4/34 資料 1-1) （定款第 4 条第 1 項第 1 号関係） 

 

助成募集掲載は当財団のホームページへの掲載、89 の大学、57 の高専に対して、

それぞれのイントラネットに当財団のホームページへのリンクや機関内のメカト

ロニクスの研究者への連絡をお願いし、併せて今期も助成募集ポスターを作成し配

布しました。 

研究助成には 48 校(昨年は 45 校)の大学・高専、研究機関から 69 件(昨年は 66

件)の応募を頂きました。これらの応募につき、すべての申請書を審査委員 7 名全

員が審査する方法を継続しました。1 月 26 日に開催しました第 43 回審査委員会に

おいて公平かつ厳正な審査を経て 15 件を選出し、理事長がこれを助成対象として

決定しました。 

 

1.2 メカトロニクス技術の高度化に関する技術教育への助成 

   （ご参照：資料 1-2 ）（定款第 4 条第 1 項第 2 号関係）   

   

 高専のメカトロニクス技術教育を推進する複数の教員や学科・専攻のチームを対

象とする A 助成には、6 件の応募がありました。2017 年度から募集を開始した教員

個人の研究を支援する B 助成には、1 件の応募がありました。全高専の校長先生方

へ直接応募状況と実績について報告した結果、多くの応募をいただくことができ、

大変感謝しております。 

これらの応募につきまして、1 月 26 日に開催された第 43 回審査委員会において

公平かつ厳正な審査を経て、A 助成 5 件、B 助成 1 件を採択し、理事長がこれを助

成対象として決定しました。 

 

1.3 メカトロニクス技術の高度化に関する技術交流への助成 

  （定款第 4 条第 1 項第 3 号関係） 

    当面中断して状況を見ています。 

 

 

1.4 メカトロニクス技術の高度化に関する講演会・研究会等の開催への助成 

  （ご参照：資料 1-3 ）（定款第 4 条第 1 項第 4 号関係） 
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前期分を含めた 2025 年度の応募 8 件に対して、1 月 26 日開催の第 43 回審査委員会

において公平かつ厳正な審査を経て、前期、後期併せて 4 件を採択し、理事長がこれ

を助成対象として決定しました。 
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資料１－１ 2025 年度（第 16 期）「研究助成」採択リスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

NO. 研究助成対象者 

研究題目 

1 磯部 浩已   長岡技術科学大学・技学研究院 教授 

超音波援用切削加工で創成されたマイクロテクスチャの高機能化 

2 GALIPON Josephine   山形大学 大学院理工学研究科 准教授 

多様変形による推進力特性可変閉ループ型駆動体の開発 

3 川田 将平   九州大学・工学研究院 准教授 

電極反応による界面分子配列制御を基軸とした次世代摩擦制御技術の創出 

4 木村 文信   東京大学・大学院新領域創成科学研究科 准教授 

アディティブマニュファクチャリングを用いた低エネルギー樹脂・金属直接接合 

5 楠山 純平   千葉工業大学 工学部 准教授 

原 祥太郎   千葉工業大学 工学部 教授 

多孔質空気静圧軸受における複数の解析手法を統合した最適設計手法の提

案 

6 佐藤 孝洋   室蘭工業大学 大学院工学研究科 もの創造系領域 准教授 

あらゆる海況下での発電を実現する非線形波力発電機のモデル予測制御 

7 白石 俊彦   横浜国立大学 大学院環境情報研究院 准教授 

加速度に基づく革新的な減衰切替則を用いた磁気粘性グリースダンパによる

セミアクティブ制振 
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資料１－１ 2025 年度（第 16 期）「研究助成」採択リスト 

 

 

  

8 白岩 隆行   東京大学大学院工学系研究科 講師 

結晶塑性シミュレーションによる軸受鋼の転がり接触疲労メカニズムの解明 

9 杉元 紘也   東京電機大学・工学部 教授 

5 軸制御形高出力ベアリングレスモータの全方向回転角度センサレス化構造

の研究 

10 寒川 雅之   新潟大学工学部 准教授 

月山 陽介   新潟大学工学部 准教授 

交換可能金属接触部を有する MEMS センサアレイによるトライボロジー複合

情報計測システムの開発 

11 髙岩 昌弘   徳島大学大学院 社会産業理工学研究部 教授 

汎用型空気圧アクチュエータの超高精度位置決め制御による産業基盤創成 

12 徳田 冬樹   東北大学 未踏スケールデータアナリティクスセンター 助教 

メッシュベース形状推定と視覚フィードバック制御による柔軟物体の高精度操

作 

13 成田 幸仁   室蘭工業大学・大学院工学研究科 准教授 

新たな高トルク大減速比プラスチック歯車「ヘリコンギヤ」の研究と性能評価試

験 

14 森尾 裕志   湘南医療大学 保健医療学部 教授 

大森 圭貢   湘南医療大学 保健医療学部 教授 

高齢者の健康喪失リスク定量化と予防的介入のためのセンサフュージョンによ

る身体・呼吸機能指標の探索 

15 山本 征孝   東京農工大学 工学研究院 准教授 

転倒予防リハビリを支援する反応性バランストレーニングデバイスの開発 
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資料１−２ 2025 年度（第 16 期）「教育 A 助成」採択リスト 
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資料１−２ 2025 年度（第 16 期）「教育 A 助成」採択リスト 
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資料１−２ 2025 年度（第 16 期）「教育 A 助成」採択リスト 
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資料１−２ 2025 年度（第 16 期）「教育 A 助成」採択リスト 
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資料１−２ 2025 年度（第 16 期）「教育 A 助成」採択リスト 
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資料１−２ 2025 年度（第 16 期）「教育 B 助成」採択リスト 
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2025 年度（第 16 期） 前期・後期集会助成採択リスト 

 

 ①前期採択分 

申請者：岩崎 誠 名古屋工業大学 工学専攻 電気電子プログラム 副学長・教授 

集会名称：IEEE The 35th International Symposium on Industrial Electronics  

（略称：ISIE2026） 

主催団体：IEEE（米国電気電子工学会） 

実行委員長：岩崎 誠 

共催、協賛、後援：一般社団法人 電気学会、一般社団法人 日本機械学会、 

公益社団法人 計測自動制御学会、名古屋観光コンベンション 

ビューロー（順不同・すべて後援） 

期間：2026 年 6 月 23 日～2026 年 6 月 26 日 

場所：ウインクあいち 

予定参加者数：国内 350 名 海外 250 名 

予算：3,450（万円） 

助成申請額：50 万円 

会議 HP：https://attend.ieee.org/isie-2026/ 

  

 

②前期採択分 

申請者：竹村 裕 東京理科大学創域理工学部機械航空宇宙工学科 教授 

集会名称：2025 International Conference on Movement Science and 

      Technology 

主催団体：ICMST2025 Community 

実行委員長：竹村 裕 

共催、協賛、後援：東京理科大学（共催・申請中） 

期間：2025 年 11 月 28 日―30 日 

場所：東京理科大学野田キャンパス 7 号館６階 

予定参加者数：国内 50 名 海外 100 名 

予算：650 万円 

助成申請額：50 万円 

会議 HP：https://icmst2025.jp/ 

 

 

 

 

 

  

資料１−３ 
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2025 年度（第 16 期） 前期・後期集会助成採択リスト 

 

③後期採択分 

申請者： 山田 啓司 広島大学・大学院 教授 

集会名称：6th International Conference on Machining, Materials and Mechanical 

Technologies 

主催団体：公益社団法人 精密工学会 

代表者：山内和人 

実行委員長： 山田 啓司 

期間：2026年8月 

場所：広島国際会議場 

予定参加者数：国内 60 名  海外 60 名 

予算：755万円 

助成申請額：50万円 

 

④後期採択分 

申請者： 茨木 創一 広島大学・先進理工系科学研究科 教授 

集会名称：International Symposium on Flexible Automation 2026 

主催団体：一般社団法人システム制御情報学会 (ISCIE) 

代表者：小澤 誠一 

実行委員長： 茨木 創一 

期間：2026 年 7 月 19 日～22 日 

場所：岡山コンベンションセンター（岡山市） 

予定参加者数： ― 

予算：1250万円 

助成申請額：50万円 

  

料１−３ 資料１−３ 
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1.5 メカトロニクス技術の高度化に関する情報の収集及び提供（ご参照：資料 1-4） 

（定款第 4 条第 1 項第 5 号関係） 

情報の収集及び提供事業については、2022 年度 研究助成事業による研究助

成と教育助成による技術教育が 2025（令和 6)年 3 月 31 日までに終了し、助成

対象者・対象校からの報告書が出揃いましたので、研究成果の要約を編集して

“研究助成・教育助成 成果報告書 No.35”として発行し、大学・研究機関の

他、これまでに助成金を交付した 2008（平成 20）年度以降の研究助成対象者

全員にも配布しました。 
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NSK-FAM  
 

研究助成・教育助成 成果報告書 
 

 

No.35  
財団法人メカトロニクス技術高度化財団 

2022（令和 4）年度（第 13 期）助成事業分 

 

 

 

 

 別添で配布いたします。 
 

 

 

 

2025（令和 7）年 8 月  

 

 

 

公益財団法人 NSK メカトロニクス技術高度化財団 

NSK Foundation for the Advancement of Mechatronics

資料１−４ 
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2. 理事会 

2025 年度 第 16 期では理事会を 4 回開催しました。このうち 1 回は定款第

40 条によるいわゆる決議のあったものとみなされる理事会でした。 

 

2.1 第 30 回通常理事会 

日時  2025 年 5 月 19 日（月）16:30～18:00 

場所 日精ビル 21 階取締役会議室（東京都品川区大崎 1-6-3） 

議決事項 

第 1 号議案 2024 年度（第 15 期）事業報告書承認の件 

第 2 号議案 2024 年度（第 15 期）決算用計算書類等の承認の件 

第 3 号議案 理事選任候補承認の件 

第 4 号議案 評議員選任候補（補欠）承認の件 

第 5 号議案 常勤役員について報酬規定の見直しの件 

第 6 号議案 単身赴任手当、一時帰省旅費、借上げ社宅規程新設の件 

第 7 号議案 常勤専務理事への退職慰労金支給承認の件 

第 8 号議案 （一社）日本機械学会「エンジニア塾」への寄付の件 

第 9 号議案 外部理事・外部監事選任候補の承認の件 

第 10 号議案 第 15 回定時評議員会（2025 年 6 月 16 日）招集の件 

報告事項 

１．業務執行理事の職務執行状況の報告の件 

 

2.2 第 35 回臨時理事会 

  日時  2025 年 6 月 16 日（月）17:30～18:00 

場所 ニューオータニイン東京 4 階「きく」の間（品川区大崎 1-6-2） 

報告事項 

１.第 15 回定時評議員会議決結果 

議決事項 

第 1 号議案 理事長、専務理事選定と事務局長委嘱承認の件 

 

2.3 第 36 回臨時理事会（みなし） 

（理事会があったものとみなされた日 2026 年 1月 8日) 

提案理事：内山俊弘理事長 

議決事項 

第 1 号議案：第 20 回臨時評議員会（2026 年 3 月 9 日）招集の件（みな

し決議） 
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2.4 第 31 回通常理事会 

  日時 2026 年 3 月 9 日（月）13:00～14:20 

場所 日精ビル 20 階役員会議室（東京都品川区大崎 1-6-3） 

報告事項 

１．第 16 期（2025 年 4 月 1 日～2026 年 3 月 31 日）事業概況報告の件 

２．第 16 期（2025 年 4 月 1 日～2026 年 3 月 31 日）理事長・専務理事職

務執行報告の     件 

３．第 16 期（2025 年 4 月 1 日～2026 年 3 月 31 日）収支見込報告の件 

議決事項 

第 1 号議案 第 17 期（2026 年 4 月１日～2027 年 3 月 31 日）  

審査基準案、応募要領案承認の件 

第 2 号議案 第 17 期（2026 年 4 月 1 日～2027 年 3 月 31 日） 

事業計画書案承認の件 

第 3 号議案 第 17 期（2026 年 4 月 1 日～2027 年 3 月 31 日） 

収支予算案承認の件 

 

 

3. 評議員会 

2025 年度 第 16 期では評議員会を 2 回開催しました。 

 

3.1 第 15 回定時評議員会 

  日時 2025 年 6 月 16 日（月）16:30～17:30 

場所 ニューオータニイン東京 4 階 「きく」の間 

（東京都品川区大崎 1-6-2）Tel:03-3779-9111 

議決事項 

第 1 号議案 2024 年度（第 15 期）事業報告書承認の件 

第 2 号議案 2024 年度（第 15 期）決算用計算書類等の承認の件 

第 3 号議案 理事選任の件 

第 4 号議案 評議員選任（補欠）の件 

第 5 号議案 常勤役員について報酬規定の見直しの件 

第 6 号議案 単身赴任手当、一時帰省旅費、借上げ社宅規程新設の件 

第 7 号議案 外部理事・外部監事選任の件 

報告事項 

第 30 回通常理事会（2025 年 5 月 19 日）議決結果 
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3.2 第 20 回臨時評議員会 

  日時 2026 年 3 月 9 日（月）14:40～15:40 

場所 日精ビル 20 階役員会議室（東京都品川区大崎 1-6-3） 

報告事項 

１．第 16 期（2025 年 4 月 1 日～2026 年 3 月 31 日）事業概況報告の件 

２．第 16 期（2025 年 4 月 1 日～2026 年 3 月 31 日）収支見込報告の件 

議決事項 

第 1 号議案 第 17 期（2026 年 4 月 1 日～2027 年 3 月 31 日） 

事業計画書案承認の件 

第 2 号議案 第 17 期（2026 年 4 月 1 日～2027 年 3 月 31 日） 

収支予算案承認の件 

理事会のみの議決事項報告 

第 17 期（2026 年 4 月１日～2027 年 3 月 31 日）審査基準案、応募要領案

承認の件 

 

 

4. 審査委員会 

2025 年度(第 16 期)では審査委員会を 2 回開催しました。 

 

4.1 夏の審査委員会（2025 年 7 月 10 日 日本精工(株)藤沢技術センター 20

1 会議室） 

下記の事項につき審議および報告を行いました。 

   1．2025 年度 第 16 期事業分 「集会助成」前期分審査 

2．2026 年度（第 17 期）審査基準、応募要領について 

   3．2025 年度（第 16 期）助成予算について 

   4．2025 年度（第 16 期）高専訪問企画について 

 

4.2 第 43 回審査委員会（2026 年 1 月 26 日 日精ビル 21 階取締役会室） 

下記の事項につき審議および報告を行いました。 

1.  旭川高専へ訪問概要報告（樋口審査委員長報告） 

2. 2025 年度  第 16 期事業分「研究助成」審査 

3. 2025 年度  第 16 期事業分「教育助成 A,B」審査 

4. 2025 年度  第 16 期事業分「集会助成」後期分審査 

5. 2026 年度（第 17 期）助成事業の審査基準案・応募要領案審議 
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５．運営体制充実のための取組 

５.1 外部理事・外部監事の認定と運用 

   認定法改正に伴い、2025 年度第 16 期において外部理事・監事導

入を実施しました。当財団では、学識経験理事は全員外部理事の資

格を有しており、また、監事 2 名のうち 1 名は外部監事の資格を有

しているため、その認定基準に基づき第 30 回通常理事会にて選任候

補の討議、承認の上、第 15 回定時評議員会にてそれぞれ 1 名の外部

理事、外部監事の選任を行いました。 

   選任された外部理事、外部監事には、全ての理事会に出席いただ

き、同時に財団規定内容や事業計画、報告などの情報を全て共有の

上、公正な視点、立場より確認と活発なご意見をいただきました。 

   外部監事には、事業報告内容、決算計算書類詳細、および執行理

事の職務状況などについて全ての情報を提供し、監査を実施いただ

きました。 

 

5.2 財団役員、評議員、審査委員の選任プロセスについて規定化準備実

施 

   学識経験理事、評議員および審査委員の任期満了などに伴う改選

時、従来は退任理事、評議員および審査委員より後任候補を推薦い

ただき、その候補者について理事会、評議員会にて候補承認、およ

び選任としてきましたが、理事会などの多様性について、年齢、性

別、地域のバランスをより考慮し、偏りなく優秀な候補人材を効果

的に選任することを目的として、外部理事を含む全理事、評議員よ

り毎年新任候補の推薦を募り、全理事による指名委員会にて協議す

る方式を実施しました。 

   今後は、このプロセスを内規として規定化し理事会の承認を得て

運用していくことを目指します。 

以上 

 


